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東北地方太平洋沖地震の影響に関するお知らせ（第３報） 

 

平成23年3月11日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震による当社の影響につきまして、

本日の状況を下記のとおり、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．主な被災拠点について 

福島工場 福島県双葉郡広野町大字上北迫字岩沢１－２ 

宮城工場 宮城県石巻市重吉町８－５ 

山形工場（株式会社山形メイコー） 山形県西村山郡河北町谷地字真木 250 

 

２．被害状況について 

福島工場：従業員 162 名全員の無事を確認いたしました。建物および設備の損傷状況について

は、すでにお知らせしたとおり、原子力発電所の事故の影響により現在も立ち入り

禁止となっているため確認できておりません。今後の復旧については、原子力発電

所に係る問題の解決後となります。したがって、当面は国内及び海外の他拠点で代

替生産をおこなう予定です。 

 

宮城工場：従業員 390 名（派遣社員含む）のうち 384 名の無事が確認できましたが、非常に残

念ながら２名の死亡が確認されたほか、４名の安否が確認できておりません。その

ため現地に対策本部を設置し、被災状況を含めた安否確認を最優先で進めておりま

す。同時に、工場構内の被災状況について調査をおこなったところ、設備の倒壊お

よび土砂の堆積等による損害のため、現時点での操業再開は未定であり、当面は国

内および海外の他拠点で代替生産をおこなう予定です。 

 

山形工場：すでにお知らせしたとおり、従業員の被害および設備の損傷はありませんでした。

現在稼動を再開しております。 



関係各位には多大なご心配をおかけしておりますが、現在、各工場の詳細な情報収集と全従業

員の安否確認に向けて全力で取り組んでいるところです。 

 

３．業績への影響について 

 この地震による損害および業績に与える影響について引き続き調査してまいりますが、詳細が

明らかになった時点で速やかにお知らせいたします。 

 

以上 

 

 



参考資料 

 

今回被災した福島工場、宮城工場の事業規模は以下のとおりであります。 

（平成 23 年３月期第３四半期累計） 

 

売上高  7,217 百万円（福島工場、宮城工場合計） 

営業損失   10 百万円（福島工場、宮城工場合計） 

 

メイコーグループ全体に占める比率は、売上高 12.6%、営業損失 0.3%であり、 

連結業績に与える影響は軽微であり、両工場の生産はすべて他工場にて代替生産中であります。 

 

以上 

 

 


